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今
年
は
辰
年
で
、
竜
が
瑞
雲
を
巻
き
あ
げ
て
天
に
飛
躍
す
る
、

ま
こ
と
に
お
め
で
た
い
春
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
辰
年
は
、
わ

が
「
幸
楽
園
」
に
と
っ
て
、
創
立
三
十
周
年
の
佳
節
と
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

顧
み
る
に
先
年
は
大
地
震
と
大
津
波
、
次
い
で
い
ま
わ
し
い
原

発
事
故
の
派
生
で
、
東
日
本
は
災
害
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し

た
。
あ
の
未
曾
有
の
大
災
害
も
本
園
で
は
停
電
だ
け
で
済
ん
だ
と

は
言
え
、
通
常
の
生
活
に
お
け
る
電
気
の
大
事
さ
を
身
を
も
っ
て

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
教
訓
か
ら
ま
ず
ハ
ー
ド
面
の
充
実
を
期
し
て
、
停
電

の
と
き
に
は
直
ち
に
全
館
に
行
き
渡
る
、
自
家
発
電
設
備
の
完
成

を
見
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
電
動
ベ
ッ
ト
の
補
充
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
う
テ
レ
ビ
受
信
機
の
交
換
も
、
各
室
毎
に
成
し
終
え
ま

し
た
。

　

一
方
ソ
フ
ト
面
で
は
、
入
所
者
へ
の
真
心
を
こ
め
た
対
応
の
強

化
で
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り
一
人
一
人
の
特
性
を
把
握
し
、
そ
の

願
い
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
自
分
を
頼
り
に
し
て
い
る
お
年

寄
り
た
ち
の
、
強
い
味
方
で
あ
り
温
か
い
心
の
天
使
で
あ
る
よ
う

に
心
掛
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
物
は
言
え
な
く
て
も
、
優
し
い
思
い
や
り
は
肌
で
理
解

さ
れ
て
い
る
。
言
葉
に
な
ら
な
い
感
謝
の
声
を
聞
き
と
り
な
が
ら
、

職
務
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

理
事
長　
　

永
田
賢
之
助

一
人
ひ
と
り
の
願
い
に
応
え
て
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幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館

「きれいにお化粧してあげる♥」 「私の勝ちよ（^_^）v」

「何が当たるかな…？」 「今年の福を祈って、ガブリッ！！」「大当たりおめでとう　　」

じゃんけ
んぽん！

！

初笑い大会
新 春

みんなでゲーム大会

「勝利はいただきよ！！」「こっちだって負けないよ！！」
これぞ名勝負

生け花の時間

「きれいに出来たね　」 「皆様の完成品です！！」
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医務室から たんの吸引や経管栄養について

　毎年この季節にはインフルエンザやノロウィルスなどの感染症が心配さ
れますがここ数年園内では大きな感染の流行なく過ごしてきました。予防
接種や消毒、加湿、換気など感染予防を行い、家族様の面会時のマスク着
用や手指消毒などのおかげと感謝申し上げます。
　さてこの度昨年にひき続き介護職員によるたんの吸引や経管栄養が社会
福祉士・介護福祉士法の改正が行われ、法的に認められることになりました。
　昨年は特例として特別養護老人ホームの介護職員のみに容認されていましたが平成 24 年度からは全介護
職員が対象となります。ショートスティやディーサービス、居宅事業所の介護職員が新たに学習していくこ
ととなり、50 時間の研修時間が義務づけられております。全国統一の学習内容となっており、最後には筆
記試験と実技試験があり合格すると県から認定証が発行されます。そして幸楽園が介護職員によるたんの吸

引や経管栄養のできる福祉施設として登録されます。
　近年医療的ケアを必要とする利用者が増えており介護職員も医療的知
識や技術が必要となります。看護職員と介護職員が更に連携・協働し、
より安全で安心できる施設を目指し職員一同がんばっていきます。
　本年もどうぞよろしくお願い致します。

調理室から 百寿（100 歳）のお祝い

いつも笑顔で明るいハナさん♥
長寿の秘訣はなんですか！？

めで鯛　　　　の　　姿焼きです。

おいしいものをたくさん食べて、
これからも元気で長生きして下さいね。
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たくさんの皆様にご利用いただき本当に嬉しく思っています。

ご利用についてのご相談は…TEL 018-870-2227　お気軽にどうぞ

かかし作りにお習字もがんばりました。
ちなみに、かかしに人は入っていません。地域ふれあい祭

笑顔が
とてもすてきです。

敬老式

私達仲良し夫婦
夫から妻へ

カードのプレゼント。

お誕生日

サンタさん、袋にはどんなプレゼントが入っているの？クリスマス会

今年も良いことがありますように。福笑いは美男美女になりました。初笑い
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笑顔満開スナップ集笑顔満開スナップ集
春を呼ぶ！！

みなさまの　笑顔で成り立つ　デイサービス

ご利用についてのご相談は…秋田市外旭川鳥谷場 136　ＴＥＬ８６８－５４１５

余暇活動 ♪♪

▲ハンドベルとても良かったです。
　また来て下さいね！

▲けがのないよう楽しく元気に
　頑張りましょう！！

▲クッキーの型取りって
　意外と難しいのね。

▲毎週土曜日、将棋をやりたい方はどうぞ！！ ▲半月かけて作った切り絵。ようやく完成しました！！

外出デイ

♪
♪

♪♪
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援助の基本に沿って食事の提供をすることで生活を支え、生命を支えます。
個人個人の状況を充分とらえて、その日その時間の体調に応じた調理を工夫したり、
冷蔵庫の中身・自宅にある材料を考え、希望のメニューをとり入れていきます。

ほうとうと
レンジでかんたん

マグカッププリンの
出来あがりです。

ご利用については下記にお問い合わせ下さい。　TEL 870-2228　サービス提供責任者　石井

＊流行時期になりました。お気をつけ下さい！！
　今年もインフルエンザやノロウィルスの流行が予想されます。既に、保育園等では集団
発生している所もあり、外出時はマスクをする・帰宅後はうがい、手洗いを充分に行う等
自分で予防することが一番の予防策ですね。

＊冬期間の雪寄せ
　今年は積雪の多い年のようですね。特に除雪車が通ったあとは、雪の塊等を寄せるのは難儀なことです。
そんな時は、高齢者世帯・お一人暮らしの方は秋田市の道路維持課へお願いできますので、下記へご連絡の
上詳細をご確認下さい。秋田市　道路維持課　　８６６－２０９５

☎ 870-2226

塩分を控えたい人、糖分を控えたい人、脂分を控えたい人のために、工夫と努力をしています。

〈今回は軟らかめの食事を摂っている方のための調理実習を行いました。〉
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　平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大地震の際、
本県では長時間の停電を余儀なくされました。喀痰
の吸引や在宅酸素器を使用される方々の生命を守る
ために、「非常用自家発電装置の設置に係る国庫補助
事業」により自家発電装置を設置いたしました。
　停電の際、自動稼働に切り替わり居室の非常用コ
ンセントが作動します。
　各居室においての通
電が常時可能となり、ご
利用者皆様の生命維持
に用いる器具や、居室
での非常用ライトを常
時作動することを可能
とします。

～　当園をご利用くださる皆様に安心と安全をお届けいたします　～

▲各居室に非常用コンセントを設置 ▲非常用自家発電装置

自家発電装置を設置完了
特別養護老人ホームご利用者に「安心」をもう一つ

【質問テーマ】
①氏名〈職種名〉　②趣味
③仕事をしていく上での抱負

①伊藤愛香＜介護員＞

②洋裁、キューピーの服を

作るのが好きです。

③今は、わからない事ばか

りなので、とにかく仕事

を覚えることです。利用

者さんに安心して過ごし

ていただけるようにがん

ばります。

①齋藤絵梨果＜看護師＞

②乗馬、映画鑑賞

③一日も早く仕事を覚え、

スタッフの一員になれる

よう努力したいと思って

います。

①鈴木貴博＜介護員＞

②スポーツ全般

③知識・技術を高め、自分

自身の人格も形成し職場

に貢献したいと思います。

①沢木由紀子＜介護員＞

②ライブ、道の駅や高速道

路のＳＡ巡り

③利用者様が満足していた

だける様にお手伝いの出

来る介護員を目指します。

①柿田陽子＜介護支援専門員＞

②読書、果実酒作り、雑貨

屋めぐり

③感謝の気持ちを忘れず、

ひとつひとつの対応を丁

寧に、優しさをもって接

していきたいと思ってお

ります。

～特別養護～ ～デイサービス～ ～ショートステイ～ ～ショートステイ～ ～居宅介護支援事業所～
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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
受
賞

　

平
成
二
十
三
年
十
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
「
秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
」
に
お

い
て
当
会
職
員
七
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
、
当
会
の
運
営
を

多
角
的
に
支
え
、
職
員
の
見
本
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ
た
職
員
で
す
。
こ

の
栄
誉
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
！

十
一
月
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　
上
新
城
小
学
校
体
験
学
習

　

新
た
な
一
年
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
残
念
に
感
じ
ら
れ
た
為
、
今
年

は
龍
が
天
に
舞
い
上
が
る
よ
う
な
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
、

利
用
者
様
、
職
員
一
同
、「
絆
」
の
力
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
新
城
小
学

校
の
生
徒
十
名

が
来
園
さ
れ
、

車
椅
子
磨
き
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ゲ
ー
ム
通
じ

て
交
流
を
図
り

楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

十
一
月
十
七
日
（
木
）

土
崎
幼
稚
園
お
遊
戯
会

　

土
崎
幼
稚
園

の
園
児
達
が
歌

や
楽
器
を
使
っ

た
お
遊
戯
を
披

露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
園

児
達
の
か
わ
い

い
姿
に
ご
利
用

者
様
も
、
大
変

喜
ば
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

当
園
に
て
生
活
さ
れ
て
い
る

佐
藤
ハ
ナ
様
が
一
月
二
十
六
日

（
木
）
に
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
、
記
念
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
記
念
品
や
大

き
な
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
前
に

し
て
ハ
ナ
様
も
嬉
し
そ
う
に
満
面

の
笑
顔
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
元

気
な
ハ
ナ
様
の
ご
健
勝
を
職
員
一

同
、
心
よ
り
お
祈
り
致
し
て
お
り

ま
す
。

佐
藤
ハ
ナ
様

百
寿
の
祝
い

佐
藤
ハ
ナ
様

百
寿
の
祝
い

祝

特別養護老人ホーム幸楽園
正面玄関にて

〈
次
週
予
告
〉

大
雪
か
ら
地
域
の
高
齢
者
を
守
る
幸
レ
ッ
ド

高齢者の日々の
生活を守る
福祉戦隊幸楽会
レジェンドセブン

（
幸
ブ
ル
ー
）
菊
地
　
　
亨

（
幸
イ
エ
ロ
ー
）
荻
原
真
佐
子

（
幸
レ
ッ
ド
）
池
田
さ
つ
き

（
幸
ブ
ラ
ッ
ク
）
半
田
　
政
敏

（
幸
ブ
ラ
ウ
ン
）
茂
木
　
信
子

（
幸
ホ
ワ
イ
ト
）
古
木
　
優
子

（
幸
ピ
ン
ク
）
佐
藤
　
初
世


